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麦類の登熟障害に関する研究

第2報

西

　登熟期に於げる土壌水分の不足が

　楳麦の稔実に及ぼす影響

川省造（作物学研究室）

　　　　　　　　　　　　　ShδzδN工S貝IKAWA

Stud⊥es　on　the　Obstruction　of　Ripenmg　Bar1ey　and　Wheat　Plants2．

　　Inf1uence　of　the　R1pen1ng1n　Na■ked　Bar1ey　under　the　poor　lM二01sture

　　　　　　　Oontentユn　Soエ1dr1nσthe　Rエpen1ng　Per1odl．

　　　　　　　　　緒　　　言

　麦類の登熟障害に関する研究の」部として，裸麦の出

穂後に於ける土壌の乾燥が，檀物体内の窒素及び炭水化

物代謝に如何なる変化を与え，また収量にまで及ぼす影

響を，明らかにしようとして本実験を行つた。尚本研究

を行うに当り，終始御指導いた㌧いた，高野教授には深

甚の謝意を表する次第である。

　　　　　　　　実験材料及び方法

　供試品種は操麦赤神力で，予め健芽した種子を，12月

6日，2万分の1ワグネルポツトに1株5粒づつ6株播

種し，後間引いて1本立とした。供試土壌は，本学農場

畑土（壌土）を用いた。施肥量は，1鉢当り硫安5g，過

石9，49，硫加3．89を表土5K9と混合して施用した。亦石

灰10gを土壌の充填に先立つて，全土壊に混合した。斯く

して，出穂まで可及的均一な生育をするよう管理に努め

た。出穂矧こ至つて，処理区（T）として，15鉢を最大容

水量（45．29％）の40％になるよう灌水を止め5～6日で

所期の合水量に達せしめ得た◎対照区（O・）は引続き，最大

容水量のア0％程度に保持させた。

　調査は5月1日（出穂期），9日，16日，19日，22日，

25日，6月6日（収穫時），の7回に亘つて，各回2鉢づ

つ抜取つて，値ちに葉身，葉輸，桿（上，申，基部），穂

に夫々分け，乾燥器にて100oCでろ0分間，60oCにて約12

時間乾燥を行つた後，粉末にして全窒素，全炭水化物の

定量に供した。全窒素は，KjEHLDAHL法に依り，全炭

水化物は，酸分解したものについて，BERTRAND法に

依り夫々定量を行つた。

　　　　　　　実験結果及び考察

I。生育調査

　1。堆上部並びに堆下部の生育

桿長，穂長，地上部並びに地下部生体重については，第

1表にみられる通り，地上部生体重に於て処理区が梢々

劣つたタトに大差はみられなかつた。

　　　第1表　生育調　査
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　　　　　　　　（生体重　1ポツト6株当）

　2。乾物重及び乾物率

　乾物重についてみると，第1図の如く葉身，棄鞘並び

に穂に於てぽ大差が認められなかつたが，秤≡に於ては睨一

らかに処理による乾物重の低下が認められた。亦，乾物

率については，第2図に示したように茎葉部並びに穂部

とも概ね処理区が対照区に比して高かつた。

　　　　　　第1図乾物重（1pot当）
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1．全窒素合有量

第4図　全窒素合有量
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　　　　　（1Pot当）

れる通り桿内炭水化物合量は，対照区に比し，処理区に

於て劣つた。従つて，穂の乾物重の推移並びに第ろ図の

乾物重各部比率から推察するに，処理による茎葉から穂

への炭水化物の移行は，桿によつて子実への集積を阻害

するまでには室らなかつたもののように思われる。亦，

桿内の炭水化物合量の山が桿の上部から基部にかけて時

間的なずれを以て遅れカミみられた。

皿。牧穫物調査

収穫物にっいて行っチこ調査の結果は，第2表の通りで

ある。地上蔀並びに地下部の風乾重については，処理区

は対照区に比し，地上部重に於て劣り，地下部重は優つ

ていた。従つてR／T比も処理区に於て明らかに優つた。

桿重に於ては処理区が梢劣つた。穂長及び一株当穂重に

ついては差異を認め得られなかつた。一穂当稔実粒数ビ

於ては処理区に於て梢々少く，不完全粒数，不稔粒数に

ついては可成り多く，稔実歩合の低下を来たした。穂相

については，第3表の如く処理の影響が明らかた認めら

れ，熟期も多少健進せられた。
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　全窒素合有量については，第4図及び第5図に示した

通りであるが，桿，枯葉に於て梢々処理．区の窒素合量が

劣つた。

　2．全炭水化物

　土壌の過乾が炭水化物代謝に何らかの変化を及ぼし，

葉身，葉輸の水分欠乏は同化生産の機能を著しく損うも

のであることは明らかである。第6図及び第7図にみら’
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皿．気象状態

本実験期間中の気象状態は第4表に示せる如くで，概

ね所期の生育を遂げ得たと思われる。
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、第2表　収　穫　物　調　査
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　　　　　　　摘　　　要

（／）登熟期の土壌の乾燥が，裸麦の稔実並びに炭水化

物及び窒素の消長に及ぼす影響について本実験を行つ

た。（2）登熟期の土壌の乾燥処理によつて，乾物重を低

下せしめ，乾物率を高めた。（3）乾燥処理区においては

亦，窒素並びに炭水化物の吸収，及び蓄積を阻害する緒

果を得た。（4）登熟期の土壌の乾燥が登熱乙及ぼす影響

は，稔実歩合の低下として明らかにみられた。
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